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自己創造のための教育体験活動 A, B, C
＜概要＞
3年次の教育実習に参加する前に、自らが求めて学校現場等である一
定期間体験活動を行うことを通して、教職や教育支援職の意義や魅力
を体感したり、その課題に気づいたりする。参加にあたっては、ねら
いを明確にした計画書を作成する。また、体験活動では教師や子ども
の現実に触れる過程での気づきや考え、自己の成長を記録する。まと
めとして学生間の情報共有や議論の場を設ける。こういったプロセス
を通して、教職や教育支援職を目指す上での自己のアイデンティ
ティを形成するとともに、自ら学び、成長し続ける意義について理解
する。さらに、ここで得た学びを基盤として、教育創成科目を選択し
て課題解決を図ったり、課題を明確化して教育実習に臨んだりする。

担当 西田尚央・有馬実世・原口るみ
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《必修科目》
「チーム学校と多職種協働」
「教師のレジリエンスと自己管理能力の育成」

「社会に開かれた探究と創造の学びのデザイン」
「学びを支えるファシリテーションの技法」
「教育のためのデータサイエンス」
「授業観察演習」
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教育実習Ⅰ （必修）

教育実習Ⅱ （選択）

教職実践演習（必修）

「学校教育におけるSDGｓ」
「いじめ・不登校と変化する社会」
「未来の学校をみんなで創る」
「教育の情報化基礎」
「学校保健・衛⽣管理とマネジメント
サイクル」 等

「国際バカロレア教育と探究学習の視点」
「こどもの学び困難と教育⽀援」
「教育・教育⽀援者のメンタルケアの基礎
理論」
「Edtechと最先端技術の活⽤」
「学校教育とスクールソーシャルワーク」 等

《選択科目》
※自由選択の単位を活用し、１～２年開設の選択科目から改めて科目履修。
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教育創成科目を中心とした
「自律型カリキュラムデザイン」

学校体験を目的とした授業科目「自己創造のための教育体験活動」や関係科目の履修を経て、
自らの課題認識を認識し、ひとりひとりが目標とする教師像を設定します。
「自律型カリキュラムデザイン」とは、その目標に向けて、「教育創成科目」を中心

に自ら履修計画を立てることとのできる“生きた教員養成のプログラム“です。

約６０科⽬から、
授業科⽬を選択。
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教職・教育支援職への意欲を高め、準備する！
【従来】

【R5~】

（1年生） （2年生） （3年生）

子どもとコミュニケー
ションを取る経験が浅く、
伝わらないことも。
たった１度の失敗経験で
教職を諦める学生も。

実際に子どもとコミュニケーションを取ることにより、
教職へのモチベーションアップに。

子どもとのコミュニケー
ションの経験が教育実習
に活きる。
教育実習で失敗があって
も、教育体験活動での成
功経験等により挫折しに
くい。

教育実習
(インターンシップ)

自己創造のための教育体験活動

教職！ 支援職



教育体験活動

感動体験、失敗体験…

次の教育体験活動へ

報告書の作成・提出
活動交流会への参加

オリエンテーションへの参加
計画書の作成・提出

単に活動だけに終わらせない

自己創造のための教育体験活動の価値

大学の授業での学びと
つなげてみると…

教育創成科目の選択

教育実習へつなげる

大学でのより良い学びに
つなげていく

アイデンティティ形成
学び続ける意義への気づき
課題発見
教師としての資質能力育成



熊本地震の際に学生とともに活動

放課後こども教室でボランティア卒業生の授業を参観

大学の外には、様々な「教育
体験」のフィールドがあり、
多くの学びの機会が皆さんを
待っています。



4月中旬 説明会

5月 「自己創造」オリエンテーション(参加必須)

活動フィールドの開拓

活動(30時間以上)

計画書の作成と提出
(キャリア支援課と
指導教員へ)

9月 活動交流会(参加必須)

報告書の作成

～9月末 単位認定申請書に指導教員の印をもらう
(活動カードと報告書(写し)を提示)

9月 単位認定申請と報告書を提出(キャリア支援課へ)
10月 単位認定

【例1 春学期】 【例2 年間】
4月中旬 説明会

5月 「自己創造」オリエンテーション(参加必須)

2月 活動交流会(参加必須)
～2月末 単位認定申請書に指導教員の印をもらう

(活動カードと報告書(写し)を提示)
2月 単位認定申請と報告書を提出
3月 単位認定

8～10月
長期休業中に実施

活動 (30時間以上)

計画書の作成と提出
(キャリア支援課と
指導教員へ)
ゆとりをもって
活動フィールド決定
活動計画書の提出

単位認定の流れ



5
25
⼟ ⼩⾦井市⽴学芸⼤⼩学校 ⼟曜参観で授業⾒学 4

30 時間以上



活動フィールド

母校、近隣の学校・園、放課後子ども教室、NPO 法人の活動、
家庭教師、塾、など

※高校生以下の子どもを対象とした教育体験や授業参観などを
広く認める
※参加したいが自分で活動フィールドを見つけられない者は、
キャリア支援室HP「自己創造のための教育体験活動」の
ページで紹介
※学生に対する交通費や謝金が出ている場合も教育体験活動の
時間にカウントできる

学校園以外も可



手続き確認・情報収集：専用 HP の活用



先輩の活動の様子もわかります!!





A 類生： 5/7 (水), 5/28 (水) 4 限
B,C,D,E 類生： 5/21 (水), 6/11 (水) 4 限
場所：5/7 のみ C401, その他は W110

履修には、オリエンテーションへの参加が必須です。

PC やタブレットを
持参するといいよ

GWに帰省する人は、母校で夏休みに補習や部活動指導、水泳指導などで体験
活動をさせてもらえないか、入学の報告とともに聞いてみてください。
自宅から通っている人は、土日に母校の行事などに参加できないか、大学授業

の合間に学習補助ができないか、問い合わせてみてください。
もちろん、教育体験活動のフィールドは学校園だけではありません。高校生以

下の子どもを対象とした活動を広く認めていますので、「この活動でもいいか
な?」という疑問点は、授業担当者（西田）やキャリア支援課に気軽に質問してく
ださい。

出席以降の活動が対象

いずれか 1 回
必ず出席！



令和７年

学年不問対象

対象 学部4年生

東京学芸大学 キャリア支援課 キャリア支援係
（中央２号館（南講義棟）２階） shushoku@u-gakugei.ac.jp

令和７年度
ボランティア・学校インターンシップ説明会

【ボランティアについて知りたい方】

講師：東京学芸大学 鉃矢悦朗 教授

（福）国分寺市社会福祉協議会ボランティアセンター長

どんなボランティアがあるのか具体的に紹介していただきます。
ボランティア活動は教育現場等で実際に学ぶことのできる貴重な機会です。
また学部１・２年生の自由選択科目「自己創造のための教育体験活動」にも
活かせます。

【学校インターンシップについて知りたい方】

学部科目「学校インターンシップ」に参加する方法をお伝えします。
履修のためにはこの説明会の出席が必ず必要です。
企業・官公庁インターンシップを希望する者は、4月23日14時45分～
「西4号館110教室 」で開催される「企業・官公庁等インターンシップ
ガイダンス」へ参加してください。

小平市教育支援ボランティア担当職員

ボランティア体験談 東京学芸大学学生

４月16日（水）日時
14:45～16:25場所

ボランティア活動
学校インターンシップ

に参加しよう！！

S203教室




